
第３回総合教育会議　委員意見一覧（対応作業中） 資料1－①　　取り扱い注意　

市長 教育長 山田委員 松田委員 市場委員 武田委員 伊藤委員 意見概要 対応方針 原案 修正案

大
綱
全
体

市長部局と教育委員会それぞ
れの役割があって、教育委員
会でやる細かいことを全部規
定したり方向を決めていくとい
うことを大綱に書いていくこと
は考えてない。それは、教育
委員会としての専門性があり、
今までの多くの蓄積もあるの
で、多くのところはお任せして
お願いしたいというのはベース
にある。教育委員会と市長と
が、教育というのはまちづくり
とかいろいろな意味で大きな
要素だと思っているので、お互
いに相当連携をとりながら動
いていく必要があると考えてい
る。

教育委員会にこういう視点か
らやってほしいということを私
は表現していければと思って
いる。だから、言葉に全然こだ
わっていないので、変えること
は全然問題ない。

今のような意図があって、松戸市は
教育大綱をつくっていますと、市民
の皆さんにそういうメッセージが必
要。

文科省の提示した定義と主
な記載事項は両立し得ない
のではないかと申し上げた
が、総合すると、両方をにら
んでつくりましたという事務局
の回答だった。その立場を明
確に前文なり、あるいは表題
のサブタイトルに教育環境整
備についての方針とか基本
方針とか姿勢とかいうような
文言を入れて、それを策定し
ましたと入れることで誤解を
避けたい。教育の環境整備
の基本方針なんだということ
であれば、松戸市は特徴を
持った環境整備方針、その
中の議論は任せるという市長
の考えがあり、環境整備を整
えて、そこから先のどういう教
育上の何が必要なのかとい
うことについて教育委員会で
議論してくれたまえという前
提でつくりましたとぜひ明確
にしてほしい。

この大綱の位置づけ、この大
綱がどこに働きかけているの
かということはぜひ次のタイミ
ングでまた整理したい。

これを読んだときに、松戸はこ
ういうところなんだというのが
一番出てしまう。ある意味では
チャンスでもあるので、魅力的
に思ってほしいと思うことはア
ピールする場として、文化的な
まちだなと思っていただけるよ
うな言葉の最善を選ぶというこ
とにぜひ心を尽くしてほしい。

・言葉を変えることは問題
ない。

・このような意図があっ
て、松戸市は教育大綱を
つくっていますと、前文等
に市民の皆さんへのメッ
セージが必要。

・最善の言葉を選んで欲し
い。

「はじめに」の部分
で、大綱は、教育行
政の環境整備の目
指す方向や範囲を
示していることや教
育は重要な政策の
柱の一つとして位置
づけていることなど、
大綱の位置づけを
明確にしました。

（14行目）そのために、4つの
基本目標「子育て、教育、文化
を軸とした都市ブランドづく
り」・・・・・「経済が活性化し、安
心して働けるまちづくり」を進
めており、教育は、重要な政策
の柱の一つとしています。
松戸市総合戦略に示す将来
像「多世代が共にいきいきと暮
らせるまち」を一緒につくって
いける市民をみんなで育て、
みんなが育つことが、この教
育大綱の理念になっていま
す。そして、この大綱は、教育
行政の環境整備の目指す方
向や範囲を示しています。
市民の皆さん一人ひとりと共
に学び、育ち、行動し・・・・・。

基
本
理
念

理念の中のサブタイトルのとこ
ろを、「まちづくりのために」を
直して、「暮らすために」とな
り、ちょっとひっかかりの大き
かったとげは抜けた感じがす
る。

基本理念及び柱の
「まち」という表現を
見直したことに合わ
せ、最終行の「自立
したまち”松戸”」以
下の表現を「みんな
で、松戸の未来を創
ります。」とするな
ど、文章全体の見直
しを図り、修正しまし
た。

みんなで育てる　みんなが育
つ　松戸の現在(いま)、未来
～「多世代が共にいきいきと暮
らす」ために～

　松戸に暮らす様々な世代の
人たちが、自立を目指しながら
も、互いに助け合って、平和に
いきいきと光り輝く人生を送れ
るようにします。
　そのために、松戸市は、すべ
ての市民が、生涯を通じて学
ぶよろこびを享受できるように
支援し、未来に向かって成長で
きるようにします。　また、市
民・地域社会・学校・行政が共
に学び合い、互いを育めるよう
な環境をつくります。
　そして、学んだ人たちが、学
習成果をより広い世界での活
躍に役立てるだけでなく、地域
社会にも還元できる仕組みを
整え、「自立したまち“松戸”」
の力を醸成します。

みんなで育てる　みんなが育
つ　松戸の現在(いま)、未来
～「多世代が共にいきいきと暮
らす」ために～

　松戸に暮らす様々な世代の
人たちが、自立を目指し、互い
に助け合って、平和にいきいき
と光り輝く人生を送れるように
します。
そのために、松戸市は、すべ
ての市民が、生涯を通じて学
ぶよろこびを感じられ、未来に
向かって成長できるように支
援します。また、市民・地域社
会・学校・行政が共に学び合
い、互いを育めるような環境を
つくります。
　そして、学んだ人たちが、学
習成果をより広い世界での活
躍に役立てるとともに、地域社
会にも還元できる仕組みを整
え、みんなで、松戸の未来を
創ります。
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１　松戸に育つ子どもたちが、
それぞれの能力や個性を伸ば
せるように、教育環境をつくり
ます
―可能性にチャレンジする力
を育みます―

２　子ども達が地域社会の中
で育つように、市民みんなで子
どもの成長を支える地域の環
境をつくります
－松戸で子どもを教育したい
と選ばれるようにします－

３　市民みんなが、いつまでも
元気で学び続けられるように、
学習活動や運動ができる環境
をつくります
－高齢者も障害のある人も生
きがいを持ち続けられるように
します－

４　松戸で文化やスポーツの
活動をする人たちが活躍でき
るように、多様性が尊重され
可能性を発揮できる環境を整
えます
－文化とスポーツで松戸の魅
力を高めます－

柱
全
体

特に学校教育というのは、本当に純
粋なものを追い求めていく中での多
様なニーズに応えて応じていく場で
あり、どこまで出ていけばいいのか
という大変さがあって、行政が持っ
ている質というものと全く異にするも
のは大きいと思う。それをその中で
教育行政をどうやって結びつけるか
というのは本当に厄介な仕事であ
る。教育大綱あるいは総合教育会
議というものの新しいシステムを少
し始めて、大綱そのものをどういっ
た目的でつくるのかというところがな
かなか絞りにくいと感じている。　そ
ういう視点に立てば、議論になって
いる「まち松戸」という結び方が、要
するに市民の皆さんに、こういう意
味でこういう結び方をしましたという
ふうな意図がきちんと伝われば、私
たちも全部が伝わらないですけれど
も、やはり納得せざるを得ないかな
という気はある。ただ、その場合に
は、そういう難しさの中で進めてい
るから納得しますということであっ
て、このつくられた大綱が３年なら３
年の間、基本的に変えられないと
か、そうなるとまた違ってくるわけ
で、微調整をこれから繰り返します
とか、あるいは私どもの教育施策へ
の影響はどういうふうに考えると
か、そういったことをまた新たに考え
始めなきゃいけないのかなという気
はする。

教育というのが、人格の完成
を目指すものだという視点に
立つならば、人格ということを
切り口にした徳、知、体という
ような力を育んでいくというふ
うな項目立てになってくるのか
と思うし、それプラス文化、ス
ポーツ、行政、そういう項立て
になってくる。そして、発達的
な視点に立つならば、乳幼児、
それから小中高、そして社会
教育、行政のかかわり、こう
いった柱立てになってくるんだ
ろうと考えられる。そうすると、
本市が今つくっている４つの柱
を見てみますと、そのどちらの
視点にも立っていない、非常に
新しい視点で書かれているの
で、もう少し項目ということにつ
いてのさらに詳細な、これに
よってどういう力が子どもたち
や市民にもたらされるのか。あ
るいは成長、そういうことの吟
味というものが必要なのでは
ないかと思う。

・理念を伝えることの結びを
「まち松戸」としう言葉で結ぶ
点はちょっと気になる。

・關委員が残された言葉で、言
葉は文化のあらわれであると
いう言葉がすごく私の心に残っ
ていて、確かに「まち松戸」の
話もありましたが、きちんと大
綱の理念の中で、それが反映
できて納得できるものであれ
ば、あってもいいのかもしれな
い。あるいはこれを置きかえて
も十分にこの言葉を表現する
言葉というのは幾らでも考えつ
くし、そのほうが明快であると
私は若干感じている。

これを市民に向けて出す以
上、市民がわかりやすく、かつ
ビジュアル的にぱっと市民に
浸透していくようなものである
ことが望ましいと思うので、「何
とかのまち松戸」というサブタ
イトルでそれぞれ１から４まで
あるのも、一つの受けとめ方と
して、決して悪いものではない
のかなと思う。

・「まち松戸」という結び
が、市民にこういう意図だ
ときちんと伝われば、納得
せざるを得ないかという気
はある。

・「まち松戸」と結ぶのは気
になる。

・ビジュアル的に市民に浸
透していくものとして「まち
松戸」というサブタイトルも
悪いものではない。

・１・２の「～のように
します」を３・４の結
びに合わせ、「・・・環
境をつくります」とし
ました。

・サブタイトルの「ま
ち松戸」という表現
から、端的な目標と
なるような表現に修
正しました。

１　松戸に育つ子どもたちが、
それぞれの能力や個性に合っ
た環境で学べるようにします
　―可能性にチャレンジする学
びのまち　松戸―

２　“松戸で子どもを教育した
い”と選ばれるように、子どもた
ちが地域社会のみんなと共に
育つようにします
－市民みんなで子どもの成長
を支える子どもにやさしいまち
松戸－

３　市民みんなが、高齢になっ
てもいつまでも元気で暮らせる
ように、学習活動や運動ができ
る環境をつくります
　　－高齢者が生きがいを持っ
て共に暮らし続けられるまち
松戸－

４　松戸の文化の多様性と可
能性を最大限発揮できる環境
を整え、またスポーツ振興を図
ることで、松戸の街の魅力を高
めます
　－文化とスポーツを大切にす
るまち　松戸－
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１　松戸に育つ子どもたちが、
それぞれの能力や個性を伸ば
せるように、教育環境をつくり
ます
　―可能性にチャレンジする力
を育みます―

子どもたちが自らの将来に目
標を持ち、その実現に向けて
チャレンジするための「確かな
学力、豊かな心、健やかな体
の知・徳・体のバランスのとれ
た力（生きる力）」を育みます。
そして、社会的に自立し、他者
と協働しながら創造的に生き
ていく基礎を養います。
子どもたちの能力や個性を伸
ばすことによって、今後ますま
すグローバル化する社会の中
で、活躍する人材を育成しま
す。
また、子どもたちが安全・安心
な学習環境で、学ぶことが出
来るようにします。

柱
１

・教育委員会に対して、松戸
の子どもを育てるときには、
県立高校のあり方というの
も、多く松戸の市民も通って
いるのだから、そういうことも
考えてほしい。例えば私立の
高校に対して、松戸全体から
見たら私立高校にこういう機
能をもっと持ってほしい、その
ために支援をしていくとか、そ
ういうことも議論してほしい
し、あるいはそういう中で、松
戸が持つ高校の意味合い
も、市立高校と松戸をどうす
るだけでなく、松戸の子ども
全体をどうするかという中で
考えてほしい。要するに、思
考の範囲をもっと広げてほし
いという思いがあって、教育
という視点ではなくて、もっと
広がりを持ってほしいという
のがベースにある。

・子どものどんな目指す方向
を書いてはいけないとか、そ
ういうことはないので、先ほど
あった各委員のいろいろな思
いがあるので、それは僕は追
加してもいいとは思うし、それ
はまた、厚みを持たせるとい
う意味ではそちらのほうがい
いのかなという感じがする。

・この項目４つの表記全体を通し
て、何のためにというところを私の
感覚で誤って酌み取られない表現
が多いのかなと思った。

・１番については、今はいろいろな
ニーズが生まれてきているから、学
校教育に限って言うと本当に多種
多様で、いろいろな施策が必要にな
る。そうすると、いろいろな考え方が
必要になり、それを全部書き上げた
ら本当に大変なので、逆に１番、２
番ぐらいにまとめるのがいいのかも
しれない。

・４・５年かけて使う大綱の中
で、学校教育全般をこの１項
目で押さえたときに、言いた
い真意が何かというところ、
方向づけというのがいま少し
見えない。

・まちというとめ方をするの
で、そこの印象がすごく強くな
る。「松戸市は、可能性に
チャレンジします」とか、「チャ
レンジする子どもたちを応援
します」とか、多分そういう主
語のほうが責任感と姿勢が
出せるものになると思う。「ま
ち松戸」というくくり方が、これ
が市長のお考えの中でこれ
を外せないということであれ
ば、それを否定するものでは
ないけれども、教育大綱とい
う位置づけの中でどうなの
か。

１番、２番というところを見る
と、学校教育だというふうな解
釈が大勢をなしているが、この
項目を見ると、「環境で学べる
ように」、環境づくりをしますと
いうことです。それから、２番目
も「共に育つようにします」とい
うことで、環境を整えれば子ど
もたちはそれで育っていくんだ
という項目になっています。と
ころが、学校教育のほうでは、
ある程度方向性を持って教育
していこうというような視点もあ
るので、この辺はもう少し市民
の自立という観点に立った環
境を整えますから、どうぞ、あ
なた方、自由にやってください
と、そういうような形の自立で
はなくて、学校教育ではこう
いった力を育みますとか、態度
を培っていきますとか、そう
いった積極的、前向きな表現
というようなものも必要なので
はないかと思う。

松戸のためという視点でいっ
た場合には、なかなかグロー
バルな視点というところまで生
まれてこないし、例えば山崎直
子さんなども生まれてくること
はなかった、そんなふうに思
う。それから、松戸の強みとい
うことを考えると、先ほどの大
学もそうだが、私立高校もたく
さんある。それから、何より東
京に近いということも一つの大
きな強みになってくると思う。そ
うすると、外部リソースをどう
やって活用していくのかという
ような、そういう面で教育と関
連づけてまとめていくというこ
とも必要になってくるのではな
いか。

大綱は、市長の権限と教育委
員会のすり合わせが必要なこ
とについて大まかな方針を書く
ものだという方針でつくられた
のであれば、こういう形も確か
にありなのかなと考えるが、そ
れだけだとちょっと寂しい。もう
少し学校教育について言うと、
こういう子どもたちの育成を目
指しますとか、そういうことをも
う少し高らかに宣言するような
部分があってほしいというのが
希望である。それは、１番のと
ころにある程度含めてはいる
のかもしれないが、何かもう少
し、こういう子どもたちの育成
を目指しますとか、そういうも
のをもう少しある程度別枠で掲
げるという構成にするほうが、
僕としてはありがたい。

「松戸に育つ子どもたちが、
それぞれの能力や個性
に・・・」、このハイフンをつけ
て何かという表題をつけたい
形をとりたいのであれば、「可
能性にチャレンジする力を養
います」というワンセンテンス
で完結するほうが美しい。下
も、「子どもたちが自らの将来
に目標を持ち、その実現に向
けてチャレンジするための
「生きる力」を育みます。」は、
既にその次に続く「さらに社
会的に自立し」というのは、
最初の１行で社会的自立の
ための育みますという文言が
出ているので要らないのでは
ないか。２行目として、「他」で
はなくて、「他者」ときちんと書
いたほうがいい。「他者と協
働しながら創造的に生きてい
く基礎を養うとともに」ではな
くて、「養い、これからグロー
バル化する社会を生き抜き、
活躍する人材を育成しま
す」。なぜならば、「能力や個
性を伸ばし」という部分は既
に上で述べているので、重複
する必要性はない。それと、
「生きる力」という説明書きの
で３項目立てているが、その
うちの「確かな学力」というと
ころに対する項目のように感
じている。「豊かな心、健やか
な体」「知・徳・体」という部分
にもう１項目立ててもよいの
ではないか。学校教育の中
を、学ぶというところだけに注
目せず、そうではない部分、
道徳な部分とか、体づくりの
部分をもう１項目、１番につい
ては立ててもいいのではない
か。

グローバル化とか、トップを
走ってやっていける子のため
の整備というのは割と整えや
すいのかなと思うが、基礎的
な体力であるとか心の強さと
いうものをどこか今の社会の
中ですごく大事にしなきゃい
けない問題はいっぱい起きて
いるので、そういう部分が項
目立てとして１個あっても、例
えば１を２分割するでもいい
と思う。何となくこの「生きる
力」の中の箇条書きの中で、
これで豊かな心の一言で解
決できるような社会ではない
気がするので、そこは一番手
直しをしてほしいと思う。

・柱の１から４で、教育大綱と
して期待されているところは、
子どもたちの教育というか、１
の部分にかかるところはウ
エートとして大きくあっていい
のかなと。柱は、非常にうまく
４つ均等割りされ、均等なウ
エートを占めていて、見た目
から言うと、非常に美しくなっ
てはいるが、果たして１から４
まで同じようなウエートで
我々は施策を進めていくとい
うよりは、１の学校の教育に
ついて、もう少し力が入っても
いいのではないか。
「能力や個性に合った環境」
というのは、いまいちよく理解
できない。その後の説明の文
章から読んでみると、ここは、
「それぞれの能力や個性を伸
ばせる環境」で学ぶのがいい
のではないか。その下の説
明の３行目、もう既にグロー
バル化が進んでいるので、
「これからのグローバル化社
会」ではなく、「今後ますます
グローバル化する社会」とし
たほうがいいのではないか。
それから、「そうした社会を生
き抜く」というと、「生き抜く」と
いうのは、あえぎながら何と
か生き抜いているというよう
な、そういうことではなくて、
「そういう社会の中でリーダー
シップを持って活躍する人材
を育成します」ぐらいの意気
込みをできればここで示した
ほうがいいのではないか。

・（市長の話を受けた後）教育
大綱が、学校教育に集中し
たものでなければいけないと
いうことは必ずしもないので、
こういう形の全体の枠組みを
やっていいのではないかと思
う。

・子どもたちの育成の目指
す方向について、追加をし
ても良いと思うし、大綱に
厚みが出る。

・学校教育は様々なニー
ズが生まれ、いろいろな考
え方が必要となっているの
で、現行の１・２くらいのま
とめ方が良い。

・「まち」というまとめ方を
するとすごく強くなる。

・環境を整えるから自由に
やってくださいという自立
ではなく、こういった力を
育みますといった積極的
前向きな表現を。

・こういう子どもたちの育
成を目指しますかを高ら
かに宣言する部分があっ
ていい。ある程度別枠に
するほうが僕はありがた
い。

・太字と説明文が一致しな
いとか重複する部分があ
る。

・「生きる力」の解説がある
が、道徳的な部分と体作り
の部分をもう1項目立てて
も良いのでは。

・１～４が均等のウエイトと
なっているので、１のウエ
イトを大きくして、学校教
育にもう少し力が入っても
良いのでは。

・グローバル化は既に進
んでいるので、「これから」
ではない。

・外部リソース（大学・私立
高校・都内の教育関連施
設等）の活用を教育と関
連付けてまとめていくこと
が必要。

・生きる力を本文中
に、「確かな学力、豊
かな心、健やかな体
の知・徳・体のバラン
スのとれた力（生き
る力）」とすることで、
育成の目指す方向
を明確にしました。

・社会的な自立、他
者との協働、創造
性、個性を伸ばすな
ど、本市として重点
的な育成の方向性
を列挙し、その結果
ちとして、グローバル
に活躍する人材像と
なるよう文言を整理
しました。

・子どもたちの安全・
安心な学習環境の
整備に取り組む姿勢
を示しました。

１　松戸に育つ子どもたちが、
それぞれの能力や個性に合っ
た環境で学べるようにします
　―可能性にチャレンジする学
びのまち　松戸―

子どもたちが自らの将来に目
標を持ち、その実現に向けて
チャレンジするための「生きる
力」を育みます。さらに社会的
に自立し、他と協働しながら創
造的に生きていく基礎を養うと
ともに、それぞれの能力や個
性を伸ばし、これからのグロー
バル化する社会を生き抜き、
活躍する人材を育成します。
※生きる力…確かな学力、豊
かな心、健やかな体の知・徳・
体のバランスのとれた力
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柱
２

「選ばれるように」というのが最初
に来ると、これが目的になるのか
ということになり、それはちょっと誤
解を招くので、順番は逆になったり
表記のちょっとした工夫で表現は
できると思うので、その辺をもう一
度考えてほしい。

私としては大変評価をした
い。家庭教育の支援が言葉
として入った。子どもを育てる
環境を家庭教育にも言及し
た上で力を入れるのかという
ことを出されたので、これを
受けて、教育委員会は後でど
ういう手を打つか、あるいは
市長部局と何をやっているか
ということに踏み込まれたと
私は思ったので、２番はおお
むねどういう主張があるかと
いうことは理解したつもりであ
る。

　いじめ・不登校そういった教
育的な課題と、学校教育の
抱える課題、そういったことに
市民みんなで関わって成長
を支えていくんだと、そういう
視点をもっと盛り込んでいく
べきではないかと思う。同じく
２番、「すべての子どもたちが
幼児のときから」とあるが、私
は「乳児」のときから、もっと
幅広く地域とのかかわり、あ
るいは大人とのかかわり、教
育、そういったものを考えて
いくべきではないかと考え
る。

「“松戸で子どもを教育した
い”と選ばれるように」と、そう
いうふうに松戸市として努力
をするということかもしれない
が、「選ばれるように」という
言葉には何となくそぐわない
ようなニュアンスを感じる。

上の太字の部分がぴんと来
なかった。その下の内容はす
ごくよくできていると思うが、
最後の部分で、「また」という
ところから、「誰もが安心して
子どもを育てることができ」、
これが親御さんとか親に類す
る方の思いですね。その次、
「すべての子どもたちが幼児
のときから地域社会の一員と
して様々な教育を受け、健全
に成長することが出来るま
ち」を目指すのではなくて、受
ける子どもたちがどうなんだ
ということなので、「受けるこ
とができる健全な成長を目指
します」という形のほうがナ
チュラルな気がする。この内
容を踏まえて、上の太字の２
行を精査すると、「市民みん
なで子どもの成長を支える地
域との連携を深め、子どもた
ちが地域社会とともに育つ体
制をつくります。」サブタイトル
として、「松戸で子どもを教育
したいと選ばれることを目指
します」というような形でもい
いのではないか。

「“松戸で子どもを教育した
い”と選ばれるように」は、子
どもを松戸で教育したいと大
人が選んでくれるというのは
非常に理想的な姿だと思う。
一つの目標というか、理想を
掲げるにはそれはいい言葉
なのかと思う。ただ、「地域社
会のみんなとともに育つ」は
表現としては甘いというか、
弱いのではないか。ここは、
「子どもたちが地域社会の中
で安心して育つようにしま
す」、それと似たような表現が
下にあるが、そういうふうにし
たほうがわかりやすいのでは
ないか。

・「選ばれるように」という
言葉はそぐわない。
・教育課題を市民みんな
でかかわって成長を支え
ていくんだと言う視点。
・「幼児」より「乳児」のとき
から地域等とのかかわり
を考える。
・「受けることができる健全
な成長をめざします」
・「市民みんなで子どもの
成長を支える地域との連
携を深め、子どもたちが地
域社会とともに育つ体制
をつくります。」サブタイト
ルとして、「松戸で子どもを
教育したいと選ばれること
を目指します」
・「・・選ばれるように」は、
松戸が選ばれる非常に理
想的な姿だと思う。

・市民みんなで関わ
ることを冒頭にもっ
てくることで強調し、
選ばれるという目標
は、サブタイトルの
ほうにしました。

・文章全体を見直
し、前半を家庭教
育、後半を幼児教育
として、整理し、修正
しました。

２　“松戸で子どもを教育した
い”と選ばれるように、子どもた
ちが地域社会のみんなと共に
育つようにします
－市民みんなで子どもの成長
を支える子どもにやさしいまち
松戸－

子どもの権利が尊重され、健
やかに成長できるように、家庭
での教育を支援し、学校・地域
社会と一緒に子どもの成長を
支援できる体制を整えます。ま
た、誰もが安心して子どもを育
てることができ、すべての子ど
もたちが幼児の時から地域社
会の一員として様々な教育を
受け、健全に成長することが出
来るまちを目指します。

２　子どもたちが地域社会の
中で育つように、市民みんなで
子どもの成長を支える地域の
環境をつくります
－松戸で子どもを教育したい
と選ばれるようにします－

誰もが安心して子どもを育てる
ことができるように、家庭での
教育を支援するとともに、学
校・地域社会が一緒に子ども
の成長を支援できる体制を整
えます。また、すべての子ども
たちが健やかに成長できるよ
うに、子どもの権利が尊重され
る地域社会をつくり、その中で
幼児のときから様々な教育が
受けられるようにします。

３　市民みんなが、高齢になっ
てもいつまでも元気で暮らせる
ように、学習活動や運動ができ
る環境をつくります
　　－高齢者が生きがいを持っ
て共に暮らし続けられるまち
松戸－

生涯にわたって学習活動や運
動を楽しみながら、自ら学び、
学び合える「人と人がつながる
まち」を目指します。また、子ど
もの時からふるさと意識を醸成
し、市民が自らの力で、身に付
けた知識や経験を活かして地
域の課題を解決をしていく地域
コミュニティの形成を目指しま
す。

・社会教育について、こういう
ものを目指しますとか、そうい
うものをもう少しある程度別
枠で掲げるという構成にする
ほうが、僕としてはありがた
い。

・「市民みんなが、高齢になっ
てもいつまでも・・・」は、「市
民みんなが」に含めているか
もしれないが、もうちょっと障
害者とか、そういう方に対す
る文言があってもいいのかと
思う。

下の説明書きに、「子どもの
時からふるさと意識を醸成
し」という言葉が書いてある
が、これはどこかに入れな
きゃと思ってここに飛び込ん
だのかなという感覚を覚え
る。私の感覚では、これは４
のほうに移動して盛り込んだ
ほうがいい。
　「市民みんなが、高齢に
なっても」、この「いつまでも」
というところにリフレインする
と、「いつまでも元気で」と言
わなくても、「高齢になっても
元気で暮らせるように」という
形で十分それは表現できて
いるような気がする。むしろこ
の「いつまでも」という言葉を
使いたいのであれば、下の
項目立てしているところの「生
きがいを持って」のところに、
「いつまでもともに暮らし続け
られる環境を推進します」と
いう形のほうがナチュラルで
はないか。
　この下について、「目指す」
というよりも、より強く確かな
表現をしてほしいのがこの最
後の結びのところで感じたこ
とだが、「推進していきます」
とか、そういった確かにやる
んだという、目指すというの
は人がやることであって、行
政がやる場合は、やっていく
んだという強さがあったほう
がいい気がするので、より強
い表現のほうが、「推進しま
す」とか、「やります」的な、そ
ういう結びのほうがいい。

・「高齢」という言葉はそぐ
わない。
・「地域コミュニティの形成
を目指します」という言葉
はそぐわない。
・学術振興として、大学と
の連携や博物館あるいは
図書館等との関連と言うも
のを位置付けてもよいの
では。
・障がい者などに対する文
言があってもいい。
・３から４へ、「子どものと
きからふるさと意識を醸成
し」を移す。
・「いつまでも元気で」のい
つまでもは不要。
・「いつまでも共に暮らし続
けられる環境を推進しま
す」
・「目指す」より「推進しま
す」「やります」という表現
を。

・「元気で暮らせる」
から「元気で学び続
けられる」に修正しま
した。

・高齢者と障害者と
いう言葉をサブタイト
ルに移動、新設しま
した。

・大学連携や社会教
育施設の充実を明
記しました。

・ふるさと意識は、４
に移動しました。

･地域コミュニティの
部分は、表現を整理
しました。柱

３

例えば６０を超えて、仕事を
持っていた人が地域に戻って
きたときに、地域社会に入って
いって、これからはもっと社会
貢献していただきたい。しか
し、今までいた社会と地域で活
動するということは、大変大き
なギャップがある。そのギャッ
プをどう取り除いて教育をし
て、社会に貢献できるというの
か、６０歳以上になって、また
社会に貢献できるような人を
もっと育成していってほしいと
思っている。そういったときに、
生涯教育という視点ではなく
て、社会で貢献できるような人
をどう育成していくかということ
も範囲として見てほしいと思っ
ている。要するにもっと広がり
を持ってほしい。

・「高齢」という言葉が教育大綱と
いうものにはそぐわないような気
がする。もしどうしても入れるので
あれば、「いつまでも元気で暮らせ
るように」ではなくて、「いつまでも
学び続けられるように」とか、教育
に関連するような表現をしてほし
い。

・「地域コミュニティの形成を目指し
ます」。最後にこう書いたら、では、
地域コミュニティの形成を目指す
ためにというふうに考えるのかと
いうことになるが、教育大綱なの
で、生涯学習も含めて、教育という
もののあり方がメインになるので、
その辺をもう一回見直してほしい。

教育大綱の中に「地域コミュニ
ティの形成を目指します」とい
う文言がどのような意味を持
つのか、あるいは施策としてど
う展開し得るのか、あるいは市
長部局の何かに連携をしてほ
しいという意図なのか、そこら
辺も踏まえて、ちょっとそぐわ
ないと思う。

・これは福祉の文言になって
いるような気がするので、もう
少し教育的な視点でまとめら
れたらと思っている。

・辛うじて３番なのかなと思う
が、もう少し学術というような
点で、学術の振興を図るとい
うところで市内の大学と連携
を図ったり、あるいは社会教
育ですけれども、博物館ある
いは図書館、そういったもの
との関連というものを位置づ
けてもいいのではないか。つ
まり、学術の振興といいます
か、その辺の項目が欲しい
気がする。

３　市民みんなが、いつまでも
元気で学び続けられるように、
学習活動や運動ができる環境
をつくります
　　－高齢者も障害のある人も
生きがいを持ち続けられるよう
にします－

生涯にわたって学習活動や運
動を楽しみながら、自ら学び、
学び合える「人と人がつながる
まち」を目指します。そのため
に、市内大学等との連携や社
会教育施設の充実を図るなど
環境整備を行います。また、市
民が、地域の課題を自らの力
で解決していけるように、身に
付けた知識や経験を活かして
いける環境を整備します。
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４　松戸で文化やスポーツの
活動をする人たちが活躍でき
るように、多様性が尊重され
可能性を発揮できる環境を整
えます
　－文化とスポーツで松戸の
魅力を高めます－

多様な文化芸術活動を通し
て、国際的な広い視野で文化
を創造できる人が生まれるよう
な環境を整備します。また、松
戸の歴史文化を大切に守り学
ぶことから、ふるさと意識を醸
成します。
文化やスポーツの振興を図
り、松戸にゆかりのある人を応
援するとともに、松戸に誇りと
愛着を持つ心を育てます。

・「人を生む」のは無理で、
行政は「その環境を整え
る」ことだと思うので、書き
直してほしい。
・「愛着を持つ人が更に増
えるように・・・」は、数値的
な表現より「心を養いま
す」などがよい。
・「松戸の街の魅力を高め
ます」は、街ではなく人の
魅力を高めるので、「松戸
の魅力を高めます」でよ
い。
・「子どもの時から松戸の
文化遺産を大切に守り学
ぶことから、ふるさと意識
を醸成することを目指しま
す」などとして、３から移行
してはどうか。
・「多様性と可能性を最大
限発揮できる環境」はすご
く大きくて、正直イメージで
きない。

・松戸の魅力をサブ
タイトルに移動しまし
た。

・「多様性と可能性を
最大限に発揮できる
環境」を「多様性が
尊重され可能性を発
揮できる環境」とし、
具体的にイメージで
きるように表現を変
更しました。

・「人を生むまちを目
指す」から「人が生ま
れるような環境を整
備」に変更しました。

・ふるさと意識を３か
ら移動しました。

・「更に増えるように
します」から「心を育
てます」に変更する
など、文章全体を見
直し修正しました。

４　松戸の文化の多様性と可
能性を最大限発揮できる環境
を整え、またスポーツ振興を図
ることで、松戸の街の魅力を高
めます
　－文化とスポーツを大切にす
るまち　松戸－

　　多様な文化芸術活動を支
援し、国際的な広い視野で文
化を創造できる人を生むまちを
目指します。また、スポーツを
振興するとともに、松戸にゆか
りのある選手を応援します。文
化やスポーツの振興を図ること
で、松戸に誇りと愛着を持つ人
が更に増えるようにします。

文化の香るまち松戸ということ
で言えば、これも松戸市にとっ
て一つ特徴があることなんだ
ろうと思うが、これも一般論か
ら先、何を言いたいのかという
ところがいま一つ。文化を大切
にしますということからどういう
施策に展開するのかについ
て、考え方とか背景とかあれ
ば、これも大事なことである。

柱
４

大綱で書いているのは、広が
りを書こうとしているんだろう
と思っている。要するにもっと
いろいろな広がりのある中
で、例えば文化といっても、
個人の楽しみだけではなく
て、文化を通じてまちの活性
化にもつながってくるし、いろ
いろな人、どんな人が集まっ
てくるかというのもそこから変
わってくるし、いろいろな大き
な影響力があるので、そうい
うものも考えていろいろやっ
てほしい。したがって、ここに
限定する必要は全然なく、
もっと広げてもいいんです。
要するにもっと大きな効果、
影響力があるので、そういっ
た視点でぜひ見てほしい。

下の説明書きの部分の「・・・文
化を創造できる人を生むまち
を目指します」と、これは若干
無理な気がする。「人を生む」
なんてことは結果論であって、
行政ができるわけではなく、行
政ができるのは、「その環境を
整える」ことだと思うので、ここ
は絶対書き直してほしい。それ
と、「愛着を持つ人が更に増え
るようにします」という結びは、
人が増える数値的な感覚とい
うのは文化に対して違和感が
あるので、例えば「心を養いま
す」とか、数値的に人数が増え
るのではなく、どんな人の中に
もうっすら芽生えてくるというよ
うな感覚のほうが正しい気が
する。太字の結びの部分「松
戸の街の魅力を高めます」で
はなく、これはあくまで文化と
スポーツをする側の人間の話
なので、まちの魅力ではなく
て、人の魅力を高めるので、こ
この部分は、「松戸の魅力を高
めます」でいい気がする。さっ
き３で省いて４に移行したほう
がいいと言った「子どもの時か
ら」というところで、もうちょっと
はっきりと「松戸の文化遺産を
大切に守り学ぶことから、ふる
さとの意識を醸成することを目
指します」とか、そういったこと
をこの「子どもの時からふるさ
と意識を」というのを４の文化
の項目に移行したらどうか。
「多様性と可能性を最大限発
揮できる環境」、すごく大きく、
正直私にはイメージができな
い。理念なので壮大でもいい
のかもしれないが、もう少し地
に足のついた部分も盛り込ん
だほうがわかりやすい。
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